
給
付
型
奨
学
金
制
度
は
経
済
的

な
理
由
な
ど
一
定
の
給
付
条
件
に

合
致
し
て
い
れ
ば
、
学
資
金
の
返

済
が
不
要
な
制
度
で
す
。
私
は
平

均
的
な
大
学
の
学
費
が
ど
れ
位
か

か
る
の
か
た
だ
し
ま
し
た
。
学
校

教
育
部
長
は
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
公
表
し
た
平
成
25
年
度
に
よ
れ

ば
、
国
公
立
大
学
で
４
年
間
の
合

計
は
約
５
１
８
万
円
で
、
理
系
の

私
立
大
学
の
場
合
、
４
年
間
の
合

計
で
約
６
９
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
と
答
弁
。
高
額
の
学
資
金
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

給
付
型
は
深
谷
市
な
ど
３

市
で
実
施

県
内
、
中
核
市
で
給
付
型
奨
学

金
制
度
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
同
部
長
は
給
付

型
の
制
度
を
行
っ
て
い
る
市
は
県

内
で
は
深
谷
市
な
ど
３
市
で
、
中

核
市
41
市
中
、
富
山
市
な
ど
32
市

（
回
答
が
あ
っ
た
37
市
中
）
で
給

付
型
を
実
施
し
て
い
る
と
答
弁
。

奨
学
金
制
度
は
大
部
分
が
貸
与

型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
済
期
日

か
ら
１
日
で
も
遅
れ
る
と
５
％
の

延
滞
金
利
息
が
上
乗
せ
さ
れ
、
滞

納
が
３
ヶ
月
以
上
続
け
ば
、
金
融

の
ブ
ラ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
ま
す
。
わ
た

し
は
川
越
市
と
し
て
、
給
付
型
奨

学
金
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
な

い
か
．
教
育
委
員
会
に
見
解
を
求

め
ま
し
た
。
学
校
教
育
部
長
は
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
先
進
市

の
事
例
の
検
証
な
ど
を
通
じ
て
調

査･

検
討
し
て
い
く
と
答
え
ま
し

た
。

市
立
診
療
所
跡
地
は
雨
水

貯
留
槽
を
設
置
し
公
園
に

３
階
建
て
の
市
立
診
療
所
建
物

跡
（
小
仙
波
町
２
丁
目
）
は
現
在

出
入
り
口
・
窓
に
板
が
打
ち
付
け

ら
れ
て
い
て
、
駐
車
場
は
建
設
部

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
面
積
は
３

７
３
１
・
61
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
周
辺
住
民
か
ら
同
跡

地
に
対
す
る
要
望
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
聞
き
ま
し
た
。

地
元
か
ら
多
目
的
広
場
へ

の
要
望
書

保
健
医
療
部
長
は
平
成
25
年
10

月
に
小
仙
波
町
２
丁
目
自
治
会
か

ら
要
望
書
を
い
た
だ
い
た
。
利
用

に
あ
た
っ
て
は
多
目
的
な
利
用
、

雨
水
貯
留
槽
設
置
、
災
害
発
生
時

の
避
難
場
所
に
と
の
要
望
に
な
っ

て
い
る
と
答
弁
。

わ
た
し
は
、
地
元
か
ら
要
望
書

が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
雨
水

貯
留
槽
を
設
置
し
て
、
公
園
と
し

て
利
活
用
を
考
え
ら
れ
な
い
か
市

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

政
策
財
政
部
長
は
市
立
診
療
所

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
地
元

か
ら
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

課
題
を
考
慮
し
な
が
ら
要
望
等
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
と
答
え
ま

し
た
。

小
仙
波
町
２
丁
目
市
有
地

は
公
園
に

同
市
有
地
に
つ
い
て
、
今
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

都
市
計
画
部
長
は
、
郭
町
浄
水
場

南
側
の
市
有
地
は
同
地
内
に
残
る

湧
水
を
活
用
し
、
地
域
の
方
々
の

憩
い
の
場
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の

場
な
ど
の
実
施
設
計
が
終
了
し
て

い
る
。
今
後
は
関
係
部
所
と
協
議

し
て
、
公
園
の
整
備
に
努
め
て
い

く
と
答
え
ま
し
た
。
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給付型奨学金制度の創設を
本山修一議員の一般質問

元市立診療所を調査

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
め
ざ
し
今
年
も
全
力
投

球
で
頑
張
り
ま
す
。

12
月
市
議
会
で
行
わ
れ
た

一
般
質
問
か
ら
川
合
市
長
の

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
が

発
覚
し
ま
し
た
。
「
川
合
よ

し
あ
き
後
援
会
」
報
告
書
に

記
載
の
あ
る
平
成
22
・
24
・

25
年
の
市
政
報
告
・
賀
詞
交

歓
会
、
後
援
会
役
員
懇
親
会

の
飲
食
を
伴
う
会
合
で
総
額

１
２
６
万
円
余
の
収
支
差
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
市
長
は
、

同
後
援
会
が
負
担
し
て
い
た
。

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
可

能
性
が
高
い
不
適
正
な
支
出

で
あ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
議
会
が
猛
省
求
め

る
決
議
を
可
決

事
態
を
重
く
受
け
止
め
た

市
議
会
は
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
を
行
い
「
市
長
に
説

明
責
任
と
猛
省
を
求
め
る
決

議
案
」
（
出
処
進
退
を
含
め

た
政
治
責
任
を
果
す
こ
と
を

求
め
る
）
を
提
案
。

決
議
案
は
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

公
明
党
議
員
団
（
７
名
）
自

民
党
議
員
団
（
５
名
）
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２
名
）
無
所

属
（
川
口
啓
介
議
員
）
の
15

名
は
決
議
に
反
対
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
政
治
と
カ
ネ
」
の

問
題
で
昨
年
、
小
渕
優
子
氏

が
経
産
大
臣
を
辞
職
し
た
事

件
と
同
じ
構
図
。
市
長
の
今

後
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

１
３
０
億
円
16
年
余
の

長
期
債
務
負
担
は
問
題

補
正
予
算
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
よ
る
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
・
管
理
運
営
業
務
を

16
年
８
ヶ
月
の
長
期
に
わ
た

り
１
３
０
億
円
で
一
つ
の
民

間
企
業
グ
ル
ー
プ
と
独
占
的

に
契
約
す
る
前
提
の
債
務
負

担
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
事

実
上
議
会
に
白
紙
委
任
を
求

め
る
も
の
で
、
リ
ス
ク
回
避

上
も
問
題
、
市
内
業
者
が
担

う
保
障
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
４
月
か
ら
学
校
給

食
費
を
小
・
中
学
校
と
も
に

月
３
５
０
円
の
値
上
げ
を
、

保
護
者
や
市
議
会
に
十
分
な

説
明
も
行
わ
ず
市
が
一
方
的

に
決
め
た
こ
と
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
市
が
ど
こ
を
向
い

て
市
政
運
営
を
し
て
い
る
の

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
合
市
長
に
も
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

～
12
月
市
議
会
を
振
り
返
っ
て
～

市
議
会
議
員

本
山

修
一
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みなさんの思いはどうでしょうか？
12月市議会では、新たな市民負担や市長の政治とカネをめぐる問題、

市の実質的な長期多額の借金の問題などが論議されました。市民生活

に関わる重要な議案に対する各会派の態度をご紹介します。

12月市議会で審議された
議案への態度

○賛成 ×反対

※1 三浦議員は退席

その他4人は賛成

※2 高橋議員は退席

その他1人は賛成

川
口
啓
介

明

ヶ
戸
亮
太

市長へ説明責任と猛省を求める決議 ○ ○ × × ○ ○ × × ○

重度心身障害者医療費の負担増 × ○ ○ ※1 ○ ○ ○ ○ ○

南公民館の使用料値上げ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16年8ヵ月130億円の債務負担行為 × ○ ○ ○ ○ ○ ※2 × ○

市
民
フ

ォ
ー

ラ
ム

無所属

日
本
共
産
党

や
ま
ぶ
き
会

公
明
党

自
民
党

民
主
党

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
川
越
2
1

給
付
型
奨
学
金
制
度
は
経
済
的

な
理
由
な
ど
一
定
の
給
付
条
件
に

合
致
し
て
い
れ
ば
、
学
資
金
の
返

済
が
不
要
な
制
度
で
す
。
私
は
平

均
的
な
大
学
の
学
費
が
ど
れ
位
か

か
る
の
か
た
だ
し
ま
し
た
。
学
校

教
育
部
長
は
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
公
表
し
た
平
成
25
年
度
に
よ
れ

ば
、
国
公
立
大
学
で
４
年
間
の
合

計
は
約
５
１
８
万
円
で
、
理
系
の

私
立
大
学
の
場
合
、
４
年
間
の
合

計
で
約
６
９
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
と
答
弁
。
高
額
の
学
資
金
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

給
付
型
は
深
谷
市
な
ど
３

市
で
実
施

県
内
、
中
核
市
で
給
付
型
奨
学

金
制
度
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
同
部
長
は
給
付

型
の
制
度
を
行
っ
て
い
る
市
は
県

内
で
は
深
谷
市
な
ど
３
市
で
、
中

核
市
41
市
中
、
富
山
市
な
ど
32
市

（
回
答
が
あ
っ
た
37
市
中
）
で
給

付
型
を
実
施
し
て
い
る
と
答
弁
。

奨
学
金
制
度
は
大
部
分
が
貸
与

型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
済
期
日

か
ら
１
日
で
も
遅
れ
る
と
５
％
の

延
滞
金
利
息
が
上
乗
せ
さ
れ
、
滞

納
が
３
ヶ
月
以
上
続
け
ば
、
金
融

の
ブ
ラ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
ま
す
。
わ
た

し
は
川
越
市
と
し
て
、
給
付
型
奨

学
金
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
な

い
か
．
教
育
委
員
会
に
見
解
を
求

め
ま
し
た
。
学
校
教
育
部
長
は
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
先
進
市

の
事
例
の
検
証
な
ど
を
通
じ
て
調

査･

検
討
し
て
い
く
と
答
え
ま
し

た
。

市
立
診
療
所
跡
地
は
雨
水

貯
留
槽
を
設
置
し
公
園
に

３
階
建
て
の
市
立
診
療
所
建
物

跡
（
小
仙
波
町
２
丁
目
）
は
現
在

出
入
り
口
・
窓
に
板
が
打
ち
付
け

ら
れ
て
い
て
、
駐
車
場
は
建
設
部

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
面
積
は
３

７
３
１
・
61
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
周
辺
住
民
か
ら
同
跡

地
に
対
す
る
要
望
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
聞
き
ま
し
た
。

地
元
か
ら
多
目
的
広
場
へ

の
要
望
書

保
健
医
療
部
長
は
平
成
25
年
10

月
に
小
仙
波
町
２
丁
目
自
治
会
か

ら
要
望
書
を
い
た
だ
い
た
。
利
用

に
あ
た
っ
て
は
多
目
的
な
利
用
、

雨
水
貯
留
槽
設
置
、
災
害
発
生
時

の
避
難
場
所
に
と
の
要
望
に
な
っ

て
い
る
と
答
弁
。

わ
た
し
は
、
地
元
か
ら
要
望
書

が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
雨
水

貯
留
槽
を
設
置
し
て
、
公
園
と
し

て
利
活
用
を
考
え
ら
れ
な
い
か
市

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

政
策
財
政
部
長
は
市
立
診
療
所

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
地
元

か
ら
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

課
題
を
考
慮
し
な
が
ら
要
望
等
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
と
答
え
ま

し
た
。

小
仙
波
町
２
丁
目
市
有
地

は
公
園
に

同
市
有
地
に
つ
い
て
、
今
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

都
市
計
画
部
長
は
、
郭
町
浄
水
場

南
側
の
市
有
地
は
同
地
内
に
残
る

湧
水
を
活
用
し
、
地
域
の
方
々
の

憩
い
の
場
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の

場
な
ど
の
実
施
設
計
が
終
了
し
て

い
る
。
今
後
は
関
係
部
所
と
協
議

し
て
、
公
園
の
整
備
に
努
め
て
い

く
と
答
え
ま
し
た
。
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給付型奨学金制度の創設を
本山修一議員の一般質問

元市立診療所を調査

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
め
ざ
し
今
年
も
全
力
投

球
で
頑
張
り
ま
す
。

12
月
市
議
会
で
行
わ
れ
た

一
般
質
問
か
ら
川
合
市
長
の

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
が

発
覚
し
ま
し
た
。
「
川
合
よ

し
あ
き
後
援
会
」
報
告
書
に

記
載
の
あ
る
平
成
22
・
24
・

25
年
の
市
政
報
告
・
賀
詞
交

歓
会
、
後
援
会
役
員
懇
親
会

の
飲
食
を
伴
う
会
合
で
総
額

１
２
６
万
円
余
の
収
支
差
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
市
長
は
、

同
後
援
会
が
負
担
し
て
い
た
。

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
可

能
性
が
高
い
不
適
正
な
支
出

で
あ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
議
会
が
猛
省
求
め

る
決
議
を
可
決

事
態
を
重
く
受
け
止
め
た

市
議
会
は
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
を
行
い
「
市
長
に
説

明
責
任
と
猛
省
を
求
め
る
決

議
案
」
（
出
処
進
退
を
含
め

た
政
治
責
任
を
果
す
こ
と
を

求
め
る
）
を
提
案
。

決
議
案
は
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

公
明
党
議
員
団
（
７
名
）
自

民
党
議
員
団
（
５
名
）
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２
名
）
無
所

属
（
川
口
啓
介
議
員
）
の
15

名
は
決
議
に
反
対
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
政
治
と
カ
ネ
」
の

問
題
で
昨
年
、
小
渕
優
子
氏

が
経
産
大
臣
を
辞
職
し
た
事

件
と
同
じ
構
図
。
市
長
の
今

後
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

１
３
０
億
円
16
年
余
の

長
期
債
務
負
担
は
問
題

補
正
予
算
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
よ
る
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
・
管
理
運
営
業
務
を

16
年
８
ヶ
月
の
長
期
に
わ
た

り
１
３
０
億
円
で
一
つ
の
民

間
企
業
グ
ル
ー
プ
と
独
占
的

に
契
約
す
る
前
提
の
債
務
負

担
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
事

実
上
議
会
に
白
紙
委
任
を
求

め
る
も
の
で
、
リ
ス
ク
回
避

上
も
問
題
、
市
内
業
者
が
担

う
保
障
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
４
月
か
ら
学
校
給

食
費
を
小
・
中
学
校
と
も
に

月
３
５
０
円
の
値
上
げ
を
、

保
護
者
や
市
議
会
に
十
分
な

説
明
も
行
わ
ず
市
が
一
方
的

に
決
め
た
こ
と
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
市
が
ど
こ
を
向
い

て
市
政
運
営
を
し
て
い
る
の

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
合
市
長
に
も
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

～
12
月
市
議
会
を
振
り
返
っ
て
～

市
議
会
議
員

本
山

修
一
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みなさんの思いはどうでしょうか？
12月市議会では、新たな市民負担や市長の政治とカネをめぐる問題、

市の実質的な長期多額の借金の問題などが論議されました。市民生活

に関わる重要な議案に対する各会派の態度をご紹介します。

12月市議会で審議された
議案への態度

○賛成 ×反対

※1 三浦議員は退席

その他4人は賛成

※2 高橋議員は退席

その他1人は賛成


